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研究成果の概要（和文）：私たちは、老年学を生涯発達の考え方に基づくサクセスフルエイジン

グを目的とした広義的の意味でのデザイン科学として捉えることに焦点を置こととした。また、

我々はその考えに基づき、4つの領域(生物学の<身体機能>、心理学の<精神機能>、社会心理学

の<個人、グループとの関係>、社会学の<社会的背景>)、および 2つのカテゴリー(健康/基本的

生活、(衣食住、ファミリーおよび社会関係/人生観))の考えに基づき、学校教育におけるジェ

ロントロジー教育のプログラムのカリキュラム開発・システムの構築を行った。 

 

研究成果の概要（英文）：We focus on Gerontology in the broad sense of the word which is 
Design science aimed at the promotion of successful ageing in the context of lifelong 
development. It takes the development and ageing of human life as its object of study. 
We focus on Construction of an Educational Curriculum System for Gerontology Education 
Plan in School Education. There is one central idea which is Gerontology education have 
4 perspectives (Biological<Physical functions>, Psychological<Mental functions> 
,Socio-psychological<Individuals’ relationship with their groups> 
,Sociological<Social background>) and 2 course categories(Health/ Basic life (food, 
clothing and shelter, Family and social relationships/ Outlook on life ).We Construct 
the system which performs 4 perspectives, and 2 course categories. 
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１．研究開始当初の背景 

今日、我々の社会では世界規模での人口の
グレー化（高齢化）が進展している。全世界
で起こりつつある「人口革命」に対してグロ
ーバルに取り組むため、2002 年国連の第二回
高齢者問題世界会議で、「全ての世代のため
の社会をめざして」というメインテーマで検

討がなされ、世界の政策立案者に対し、高齢
者と開発、高齢にいたるまでの健康と福祉の
増進、および望ましい状況の整備という三つ
の優先的課題について、勧告がなされた。世
界の高齢化は、今後先進国のみならず開発途
上国においても急激に進むことが予想され
ており、2050 年までに高齢者人口が全世界で
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4 倍に増えると推計されている。したがって、
高齢化の問題は、今日、貧困の根絶に向けた
戦略や、すべての開発途上国の世界経済への
全面的参加を達成するための努力との関連
で考えることが重要であるとの認識に至っ
ている。国連で採択された文書では、高齢化
が単なる社会保障と福祉の問題ではなく、全
般的な開発と経済戦略の課題であるという
新たな認識が示されており、そこでは、高齢
化に対する肯定的なアプローチを促進し、こ
れと関連づけられる否定的で典型的な考え
方を克服する必要性が強調されている。しか
し、日本の教育的取り組みは、いまだ断片的
である。 

この様な中、今、こども達が置かれている
社会は、「知識基盤社会」と「知識の爆発の
時代」という二つのキーワードで示す事が可
能となっている。 

「知識基盤社会」とは、社会のあらゆる領
域において新たなる知識・情報・技術の重要
性が飛躍的に増大する社会であり、普段我々
が見聞きする科学に関する社会的諸問題
（socio-scientific issues）について、思
考し、判断し、意思決定する高度な能力が要
求される社会である。この様な社会において
は、科学と技術とを切り離して、科学のみを
教えることは不自然であるとも指摘されて
いる（Millar,R.& Osborne,J.,eds.,Beyond 
2000, King's College London, 1998）。 

「知の爆発の時代」とは、多量な情報や知
識が次々と新しく生み出される時代である。
このような時代においては、客体の文化の圧
倒的発展により「客体の文化と主体の文化の
齟齬的関係」（Gorg Simmel,『貨幣の哲学』）
が生じる。そこでは、主体の側からのアクシ
ョンにより、いま目の前にある客体の文化を
主体の文化形成にとって有意義なかたちに
変容させることを目指す戦略が必要である。
Luhmann（N. Luhmann『社会システム論』）的
に表現すれば、客体の文化が持つ「複雑性」
を「縮減」し、主体の文化形成にかなうよう
に変容させることを目指す戦略が必要とな
る。 
 
２．研究の目的 

本研究の目的は、ジェロントロジー教育の
プログラムとその教材開発手法を研究し、そ
の教材開発を行い、Linux の様な Open Source
的アプローチでそれを展開し、それを多様な
教科の教育の現場で役立てる方法とそのシ
ステムを構築することである。具体的には欧
米の実践的プログラムの現地調査と文献研
究、University of Texas Health Science 
Center at San Antonio の協力によるワーク
ショップや研究等を基に、情報と知識の宝庫
である大学・それを生み出す研究者と教育の
プロである教職大学院教師や現職院生とが

協同し、新たなる「知識」をいわば蒸留し「情
報」を抽出し、それを児童・生徒のためにわ
かりやすく翻訳する手法を研究し、教材開発
を行うことである。 
本研究は以下の内容を具体的研究目的と

するが、６）に関しては、研究実践の Open 
Source 的アプローチ展開の費用と時間の関
係から、その一部を研究期間内の目標とする。 

 
１）．知識や能力のみならず、技能や態度

を含む様々なリソースを活用し、特定の文脈
で複雑な課題に対応する能力として捉えら
れる 21 世紀型学力（コンピテンシー）育成
を目的とした統合カリキュラムの理論（本学
小林らの研究）の研究者から助言を得つつ、
国内外のジェロントロジー研究者の協力に
より学校教育におけるジェロントロジー教
育理論の枠組みを作成する。 
２）．初等、中等教育における、ジェロン

トロジー教育の世界的動向を探る。特にその
研究が進んでいる欧米の実践的プログラム
の現地調査と文献研究を行う。 
３）．日本の学校教育に即したジェロント

ロジー教育を検討する。そのために、ジェロ
ントロジーの研究・教育実践が進んでいるア
メ リ カ の University of Texas Health 
Science Center at San Antonio での研究や
教育実践プログラムやその実情、ウェブペー
ジ作成上の問題等を調査・研究し、ワークシ
ョップ等を通じて、研究者や現場の教員との
研究・協議を行い、そこで得られた知見を考
察する。 
４）．わが国の学校教育現場で使用可能な

ジェロントロジー教育のための教材開発研
究を行う。教材の内容は医学、社会福祉学、
社会学、教育学、老年学など各専門家の立場
からの総合的助言を得ると同時に、本学、自
然・生活系大学教員、現職院生、教員の助言
を得て、共同研究者と共に日本向けのプログ
ラム、教材開発研究を進める。 
５）．日米共同で開発研究した教材等を用

いて、日米の研究メンバーにより日本の現職
教員を対象に、日本でのワークワークショッ
プを実施する。同時に、日本でのカリキュラ
ム開発、システム構築のための問題点をさぐ
り、その後、東アジアでの教育実践に向けた
研究協議をスカイプ等を用いて韓国、中国の
研究者と行う。 
６）．ジェロントロジー教育の理論構築を

基に、教員誰もが参加できるジェロントロジ
ー教育・実践空間を、University of Texas 
Health Science Center at San Antonio の研
究実践を参考に、ホームページ上で立ち上げ、
Linux の様な Open Source 的なアプローチで
展開する。 
 
３．研究の方法 



すでに述べた社会的背景から、本研究は、
2007 年度基盤研究Ｂでスタートした「PISA
型学力としてのコンピテンシー育成を目的
とした統合的カリキュラムの理論的研究」
（代表：上越教育大学 小林辰至）らの統合
的カリキュラム理論の研究から助言を得つ
つ、研究者と現職教員との協同により、教育
の現場に新鮮で十分に吟味、加工された「情
報」を、超高齢社会で意義のあるジェロント
ロジー教育のプログラムや教材開発を通じ
て提供しようとするシステムを構築するも
のであり、それの教材は、現場教員のわずか
な工夫によって、数学や理科、家庭や保健体
育などの各教科に取り入れられるものとす
る。そのことによって、各教科の内容を学ぶ
事で、ジェロントロジーの内容も同時に学習
出来るような教育プログラムや教材開発を
行うシステムを構築する。本科研費期間（３
年）の教材開発は、今回、身体的機能、社会
的背景を中心とする。 
 
４．研究成果 

具体的研究成果のついては下記のウェブ
サイトを参照のこと。 
http://www.juen.ac.jp/kaken/22531014/ 
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